
規

則 

埼
玉
県
報
の
発
行
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
七
年
三
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
規
則
第
三
十
四
号 

 
 

 

埼
玉
県
報
の
発
行
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
報
の
発
行
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
埼
玉
県
規
則
第
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
六
条
を
削
る
。 

 

第
五
条
中
「
県
報
に
登
載
さ
れ
た
事
項
」
を
「
県
報
登
載
事
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九
条
と

し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
委
任
） 

第
十
条 

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
県
報
の
発
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
文
書
課
長

が
別
に
定
め
る
。 

 

第
四
条
を
削
る
。 

 

第
三
条
第
一
項
中
「
以
下
同
じ
。
」
を
削
り
、
同
条
を
第
四
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
四
条

を
加
え
る
。 

 

（
発
行
の
方
法
） 

第
五
条 

県
報
を
発
行
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
第
三
条
第
一
項
各
号
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る

事
項
そ
の
他
必
要
な
事
項
（
以
下
「
県
報
登
載
事
項
」
と
い
う
。
）
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録

（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い

う
。
）
を
、
知
事
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
県
報
登
載
事
項
を
記
録
す
る
た

め
の
フ
ァ
イ
ル
（
次
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
県
報
フ
ァ
イ
ル
」
と
い
う
。
）
に
記
録
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

県
報
の
発
行
は
、
県
報
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
県
報
登
載
事
項
（
以
下
「
電
磁
的
県
報
記

録
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
当
該
県
報
フ
ァ
イ
ル
を
電
気
通
信
回
線
に
接
続
し
て
行
う
自
動

公
衆
送
信
（
公
衆
に
よ
つ
て
直
接
受
信
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
公
衆
か
ら
の
求
め
に
応
じ

自
動
的
に
送
信
を
行
う
こ
と
を
い
い
、
放
送
又
は
有
線
放
送
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
第
八

条
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
利
用
し
て
公
衆
が
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
措

置
を
と
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。 

３ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
公
衆
の
閲
覧
は
、
埼
玉
県
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
に
よ
り
行
う
も

の
と
し
、
県
報
フ
ァ
イ
ル
を
識
別
す
る
た
め
の
文
字
、
番
号
、
記
号
そ
の
他
の
符
号
に
つ
い
て

は
、
知
事
が
別
に
定
め
、
告
示
す
る
も
の
と
す
る
。 

 



４ 

第
二
項
の
自
動
公
衆
送
信
に
よ
り
送
信
さ
れ
る
電
磁
的
県
報
記
録
に
係
る
情
報
は
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
措
置
の
い
ず
れ
も
が
と
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
緊
急
そ

の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
第
二
号
の
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
当
該
措

置
を
経
な
い
で
県
報
の
発
行
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

一 

十
分
な
安
全
性
を
有
す
る
暗
号
技
術
を
用
い
て
、
当
該
情
報
を
暗
号
化
す
る
措
置
で
あ
つ

て
、
次
の
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の 

 
 

イ 

第
三
項
の
埼
玉
県
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
真
正
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
の
も
の

で
あ
る
こ
と
。 

 
 

ロ 

当
該
情
報
に
つ
い
て
改
変
が
行
わ
れ
て
い
な
い
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 

二 

当
該
情
報
が
知
事
の
作
成
に
係
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
実
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
措
置

で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の 

 
 

イ 

電
子
署
名
及
び
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
二
号
）
第
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
電
子
署
名 

 
 

ロ 

イ
に
掲
げ
る
措
置
と
併
せ
て
、
当
該
情
報
に
対
し
、
認
定
時
刻
認
証
業
務
（
時
刻
認
証

業
務
の
認
定
に
関
す
る
規
程
（
令
和
三
年
総
務
省
告
示
第
百
四
十
六
号
）
第
二
条
第
二
項

に
規
定
す
る
時
刻
認
証
業
務
で
あ
つ
て
、
同
規
程
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
総
務
大

臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
を
い
う
。
）
に
よ
り
タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
（
同
規
程
第
二
条
第
一

項
に
規
定
す
る
タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
を
い
う
。
）
を
付
与
す
る
こ
と
。 

５ 

前
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
、
知
事
は
、
同
項
第
二
号
の
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
つ
た
と
き
は
、
直
ち
に
当
該
措
置
を
と
る
も
の
と
す
る
。 

６ 

第
二
項
の
自
動
公
衆
送
信
は
、
当
該
自
動
公
衆
送
信
に
よ
り
送
信
さ
れ
る
電
磁
的
県
報
記
録

に
係
る
情
報
に
つ
い
て
、
当
該
情
報
を
受
信
し
た
者
が
そ
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え

ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
複
写
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
当
該
フ
ァ
イ
ル
に
複
写
さ
れ
る
電
磁
的
県
報
記
録
に
係
る
情
報
は
、
第
四
項
第
二
号
に

掲
げ
る
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
証
明
す

る
情
報
（
次
項
に
お
い
て
「
証
明
情
報
」
と
い
う
。
）
が
分
離
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
で

付
加
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

７ 

第
四
項
た
だ
し
書
の
場
合
で
あ
つ
て
、
第
五
項
に
規
定
す
る
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
ま
で
の
間
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
規
定
す
る
証
明
情
報
を
分
離

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
で
付
加
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

 

（
県
報
登
載
事
項
の
公
布
等
の
効
力
） 

第
六
条 

電
磁
的
県
報
記
録
（
第
三
条
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
事
項
に
限
る
。
）
の
公
布
又
は

公
示
は
、
当
該
電
磁
的
県
報
記
録
に
つ
い
て
第
五
条
第
二
項
の
措
置
が
と
ら
れ
た
時
に
行
わ
れ



た
も
の
と
す
る
。 

 

（
県
報
の
発
行
と
併
せ
て
実
施
す
べ
き
措
置
） 

第
七
条 

第
五
条
第
二
項
の
措
置
を
と
る
と
き
は
、
併
せ
て
、
知
事
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

埼
玉
県
庁
内
県
民
案
内
室
そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
箇
所
に
備
え
置
い
て
、
一
般
の
閲
覧

に
供
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
緊
急
時
の
措
置
） 

第
八
条 

情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
の
障
害
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
事
由
に
よ
り
、
第
五
条
第
二
項
の

措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
県
報
登
載
事
項
を
記

載
し
た
書
面
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
書
面
県
報
」
と
い
う
。
）
を
埼
玉
県
庁
内
県
民
案
内

室
そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
箇
所
に
備
え
置
く
こ
と
に
よ
り
県
報
の
発
行
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
。 

２ 

書
面
県
報
に
記
載
さ
れ
た
県
報
登
載
事
項
（
第
三
条
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
事
項
に
限
る
。
）

の
公
布
又
は
公
示
は
、
当
該
県
報
登
載
事
項
に
係
る
書
面
県
報
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
備
え
置

か
れ
た
時
に
行
わ
れ
た
も
の
と
す
る
。 

３ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
書
面
県
報
の
発
行
を
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
旨
及
び
そ

の
理
由
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

４ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
書
面
県
報
の
発
行
を
し
た
後
に
、
第
五
条
第
二
項
の
措
置
を
と
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
当
該
書
面
県
報
の
発

行
年
月
日
及
び
当
該
書
面
県
報
に
登
載
さ
れ
た
事
項
の
内
容
を
、
電
気
通
信
回
線
に
接
続
し
て

行
う
自
動
公
衆
送
信
を
利
用
し
て
公
衆
が
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
を
と
る

も
の
と
す
る
。 

５ 

第
五
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
衆
の
閲
覧
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 

第
二
条
を
第
三
条
と
し
、
第
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
発
行
主
体
） 

第
二
条 

県
報
の
発
行
は
、
こ
の
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
知
事
が
行
う
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
四
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
埼
玉
県
報
の
発
行
に
関
す
る
規
則
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施

行
の
日
以
後
に
発
行
す
る
埼
玉
県
報
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
発
行
さ
れ
た
埼
玉
県
報
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 


